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お客さま各位
ヤマト運輸株式会社

グローバルSCM事業本部
海外生活支援サービス課

アメリカ合衆国 “情報公開法” に関するお知らせ

米国への引越では、お客さまのお荷物を船や飛行機に搭載する前に、輸送会社が米国税関国境警備局
（CBP）に対し、お客さまの情報を申告し、了承を得る必要があります。この手続きは当社で引越のお手
伝いをさせていただくお客さまの引越荷物についても等しく要求されるものです。

他方、米国では、情報を一般開示する事が法的に認められており、米国税関国境警備局（CBP）を含む
米国の公的機関は、保有する情報について、民間からの開示要求に応じる義務（※）があります。

(※「情報公開法（Freedom of Information Act）」により)

そのため、米国には、この制度を利用し、情報公開法に基づき公的機関より取得した情報をウェブサイ
トに公開する企業が存在します。このようなビジネスも、米国においては合法であるとされているため、
米国向け及び米国経由で引越荷物を送られるお客さまの情報（お名前・ご住所・お荷物量など）が、この
ような業者によってウェブサイト等へ掲載される可能性があります。当社がウェブサイト等への情報掲載
業者に対して、お客さまの情報を公開することは一切ございませんが、このような業者の情報掲載につい
て、米国においては合法とされていることをご理解いただければ幸いです。

なお、CBPに対して情報公開停止の要望をすることができます。

こちらは、お客さまご自身で行っていただく申請です。（詳しくはこちらのURLからご覧ください。）

https://www.cbp.gov/trade/automated/electronic-vessel-manifest-confidentiality

～ 一部翻訳 ～

米国税関・国境警備局（CBP）は、輸出入の当事者の身元が決して公表されないことを保証することはできませんが、CBP
は提供された情報に基づいて機密性を確保するよう努めます。

船舶積荷目録情報の開示については、「一般市民は船舶積荷目録を調査することを許可されない。しかし、彼らは船舶積荷
目録からの情報を税関に要求し、入手することができる」（連邦規則集第 19 編第 103.31 条）。

この種の要求を予期して、「輸入者又は荷受人は、内国貨物目録に含まれる自己の氏名及び住所... ［並びに］当該輸入者又
は荷受人に対する荷送人の氏名及び住所の秘密扱いを要求できる」（連邦規則集第 19 編第 103.31 条）。

同様に、荷送人は、往路マニフェストに含まれる荷送人の氏名及び住所の秘密扱いを要求することができる。

情報公開停止を申請する流れは次のページでご案内しています。

https://www.cbp.gov/trade/automated/electronic-vessel-manifest-confidentiality


情報公開停止の流れはこちらをご覧ください。

 申請するURL
https://aceservices.cbp.dhs.gov/aes/vessel-confidentiality-web/#/page1

次のページをご覧ください。

情報公開停止する方のお名前（発送名義人）

情報公開停止する方の肩書（発送名義人）

「Self」を選択してください。

ご自身での申請のため入力は不要です。

ご自身での申請のため入力は不要です。

情報公開停止する方の電話番号（発送名義人）

情報公開停止する方のメールアドレス（発送名義人）

情報公開停止する方の米国住所（発送名義人）

https://aceservices.cbp.dhs.gov/aes/vessel-confidentiality-web/#/page1


続いて、こちらをご覧ください。

次のページをご覧ください。

情報公開停止する方のお名前（発送名義人）

アメリカへのお引越のため「Export」を選択してください。

情報公開停止する方のお名前（発送名義人）



続いて、こちらをご覧ください。

以上で終了です。
このあと、ご自身が入力したメールアドレスにCBPから自動メールが届きますので、ご確認ください。

注）こちらは米国CBPの持つ出荷情報の非開示を請求するもので、情報の転売を目的とする外部の事業者等によって既に公開されて

しまっている二次的な出荷情報は、当社、ご本人から要請をしても削除されないことがあります。

入力内容のご確認をお願いします。

入力内容のご確認をお願いします。

入力内容のご確認をお願いします。

上部の「○」を選択してください。

いずれも「✅」を入れてください。
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